
潮見地区自主防災連合会・女性防火クラブ

令和７年度

潮見地区自主防災連合会・女性防火クラブ

活動概況



発表項目

(1)潮見地区自主防災連合会管轄区域の特徴

(2)地域ぐるみの防災支援金モデル事業への取
り組み
① 防災資器材の整備充実
② 避難所開設用資器材の整備

(3)令和7年度モデル事業

(4)防災訓練の実施

(5)その他の取り組み



(1)潮見地区自主防災連合管轄区域の特徴
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～潮見地区防災計画から～

吉藤川

大川

新規追加：浸水被害区域

土石流危険区域
山腹崩壊危険地

崩壊土砂流出危険地 急傾斜地崩壊危険箇所

①
②

①潮見公民館
②潮見小学校

③

③鴨川中学校
④吉藤集会所

④ ⑤谷集会所

⑤

⑥平田集会所

⑥

自主避難所



令和６年１１月２日：吉藤川と大川の合流地点から潮見小
学校運動場前から潮見公民館前にかけて浸水被害発生

https://www.pref.ehime.jp/kasen
/Contents/Cam/index036.htm



(2)地域ぐるみの防災支援金モデル事業へ
の取り組み

～平成27（2015）年度からモデル事業ヒアリン
グに積極的に応募、11年間で合計8回採用～

① 防災資器材の整備充実
◇ 防災倉庫の整備（H27）

潮見公民館敷地に器材保管倉庫設置

◇ 防災活動に必要な資機材の整備

② 避難所開設用資器材整備
・ 避難者用テントの整備（R3～R6）
・ 簡易トイレ、携帯トイレの整備(R6)
・ 折り畳み簡易ベッドの整備(R7)







避難者用テント プライバシーテント
（更衣用、簡易トイレ用）

簡易トイレ+携帯トイレ
（体育館和式トイレ）

携帯トイレ（体育館洋式トイレ）

令和3年以降特に重点的に整備した避難所用資器材

簡易トイレ+携帯トイレ



(3)令和７年度モデル事業

① 計画

② 目的

３カ年で避難所用折り畳
み式簡易ベッドを備蓄
～９０台～

自主避難所開設時に、避難者の災害関
連死につながる、エコノミークラス症
候群の発症予防



日本における災害発生時の
避難所の実情と問題



日本における災害発生時の
避難所の実情と問題

・体育館にブルーシートを敷き、布団の
上で雑魚寝

・トイレ、シャワー、冷暖房がなく、寒さ、
暑さによるストレス

・高齢者は動かず、床に座った状態

エコノミークラス症候群の発症

災害関連死



台湾における避難所



台湾における避難所

※※2024年春発生の地震※※

・発生直後3時間で避難テ
ントを設置

・テント内には、組み立て
式シングルベッド、テー
ブル1台、収納ボックス
配置



イタリアにおける避難所



イタリアにおける避難所

◇48時間以内にTKB（トイレ
キッチン、ベッド）のほ
か、シャワー、間仕切りを
整備

◇避難所は基本的にテント
・テント内には、折り畳み式シ
ングルベッドを配置

・暖かい食事を提供



・ 災害関連死につながる低体温
症を始めエコノミークラス症候
群など二次健康被害の
予防に効果

・ 避難生活の質が向上
・ H28年4月，内閣府防災担当が
『避難所運営ガイドライン』 で，
段ボールベッド推奨

日本における段ボールベッドの導入
～東日本大震災発生直後～



段ボールベッド 折り畳み式簡易ベッド

避難所における段ボールベッドと
折り畳み式簡易ベッドとの比較



段ボールベッドの利点
～研究機関によると段ボールベッド

は、パイプベッドに比べると次のような利
点があるとされる～

・寒暖防止にすぐれている
・高齢者が立ち上がりやすい
・床の埃の吸引が減る
・騒音や振動を和らげる
・布団が敷ける



・ 折りたためるので、備蓄の際に保
管スペースを取らない

・ 段ボールベッドよりも安価である
段ボールベッド一台１万円前後
折り畳み式簡易ベッド一台４千円前後

・ 就寝時以外には折りたたんで、ス
ペースが有効活用できる

折り畳み式簡易ベッドの利点



③ 令和7年度整備数

・折り畳み簡易ベッド 35台

◇ 問題点
・ 避難所用テントは、令和3年度から整備し

てきたが、防災倉庫に全部を収納できないた
め、潮見公民館倉庫や潮見小学校体育館倉庫
に保管依頼

・ 令和7年度整備した、折りたたみベッドにつ
いても、潮見公民館倉庫、JAえひめ中央北部
営農支援センターに保管依頼



④ 令和8年度地域ぐるみの防災支援
金モデル事業

モデル事業としての承認待ち

◇ 潮見小学校と連名で松山市教育委員会学習
指導課に対して、潮見小学校体育館北側敷地
に「避難所開設専用倉庫」設置の許可を申請、
すでに承認済み

～ 指定避難所潮見小学校に「避難所開設専
用倉庫」を設置 ～



① 時系列表・任務分担表を作成

(4) 防災訓練の実施（R７年度)

◇ 役員を班長に指定、任務分担を明確化
◇ 訓練班長が、災害発生時にも責任者とし

て活動



総務班

被災者管理班

施設管理班

衛生班

救護班 食料物資班

炊き出し班

② 避難所用テントに折り畳み式簡易ベッド等
を組み合わせた避難所設営訓練等の実施

～実際の避難所設営を想定、責任者を配置～



③ 新規取り組み～QRコードによる受付
避難者名簿にQRコードを印刷、
スマホで読み取る

QRコードで読み取った様式に
入力送信

×年×日

〇時〇分



[問題点]
◇ 高齢者や若年者は、スマホが使えないため、
ほとんどの人が手書き
・ QRコードによる入力は、約10パーセント
・ 入力指導に人手が必要

市民防災安全課の受付システムを参考に修正

◇ 集計作業にパソコン（Wi-Fi）が必要

・ Wi-Fiが使用できない場合には、個人のスマホの
デザリング機能を活用する必要がある

◇ 情報の共有に問題

・ パソコンの画面でしか、データを見れないため、
情報が共有できない（手書きで一覧表を作成すれば、
リアルタイムに情報を閲覧可能）



② 情報の共有対策

(5)その他の取り組み

◇ ラインの有効活用

◇ 既存アプリ（Googleサイト等）の活用
・ホームページの作成
・各種連絡文書のサイト掲載ショートメールで送付で
きない画像やPDF文書をサイトに掲載、URLをショー
トメールで送信

① トイレマニュアルの策定
防災訓練に簡易トイレ設置訓練を実施、

それに基づくマニュアル案を策定済み



④ ネット通販の活用
・ ネット通販は、防災情勢に敏感に
対応、新製品を安価に提供

・ ポスター印刷～web入稿

③ 潮見支所、地元企業、郵便局、

スーパー等への協力依頼

・ 折り畳みベッドの保管依頼（JA）
・ 避難所ベッド台制作用キャリーの提

供依頼
・ 訓練ポスターの掲示依頼等



ご清聴ありがとうご
ざいました。
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